
中東情勢緊迫化で一時急伸するも
NY原油先物相場は、1バレル=70ドル台前半をコアに売買が交錯する展開が続いた。週明け直後は需要

不安の織り込みがみられ、一時70.13ドルまで下落した。需給緩和リスクに対する警戒感の強さが上値

を圧迫している。サウジアラビア国営石油会社サウジアラムコが、2月のアジア地区向け公式販売価格

（OSP）を大きく引き下げたことが嫌気されている。また、米原油・石油製品在庫の急増もネガティブ。

特に石油製品の在庫増加圧力の強さが、上値を圧迫している。しかし、週末にかけては地政学リスクを

織り込む形で一時75ドルを突破した後、72ドル台後半まで軟化する不安定な地合になった。

1月11日にイラン海軍がイラクからトルコに向かう石油タンカーを拿捕した。昨年に米軍がイラン産原

油を積んだ石油タンカーを拿捕し、原油を没収したことに対する報復としている。同日は、米英がイエ

メンのフーシ派の関連施設を攻撃したことで、中東情勢の先行き不透明感から今年再高値を更新した。

ただし、75ドル台では利食い売りを進める動きも強く、前週比ではマイナス圏に沈んだ。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（1月5日時点）は、原油が前週比134万バレル増、ガソ

リンが803万バレル増、石油精製品が653万バレル増となった。
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【現状確認】
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70ドル台前半のボックス相場が続く、中東情勢の急変には要注意
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【展望】

過去1カ月にわたって70ドル台前半をコアとしたボックス相

場が続いているが、今週もボックス気味の展開を想定したい。

中東の地政学リスクが高まっていることが下値を支えるが、

原油相場を断続的に押し上げるためには生産障害の発生が求

められよう。一方、需要環境に対しては根強い不透明感が維

持されていることが、上値を圧迫しよう。結果的に供給不安

と需要不安の綱引きから、ボックス相場が踏襲される可能性

が高い。

中東情勢は先行き不透明感が増している。米英がフーシ派に

対する直接的な軍事行動に踏み切ったが、フーシ派は報復を

宣言している。紅海やスエズ運河の石油タンカー航行は一段

とハイリスクになり、流通面での混乱状態は維持されよう。

フーシ派を支援するイランの活動が活発化していること、サ

ウジアラビアとフーシ派の停戦合意が破棄されるリスクなど、

地政学リスクの高まりが引き続き70ドル割れからの値崩れを

阻止する見通し。

一方、世界経済の減速傾向は強く、マクロ需給要因では70ド

ル台後半で上値が圧迫される展開が続こう。特に米国内では

シェールオイルの増産によって原油・石油製品の需給バラン

スが乱れており、在庫増加圧力が続くと上値の重さも再確認

される見通し。

1月17日に石油輸出国機構（OPEC）、18日に国際エネル

ギー機関（IEA）の月報が公表予定になっている。需要見通

しの修正状況に注目したい。また、17日には中国の12月分経

済指標の発表が集中するため、中国需要不安の蒸し返しの有

無も焦点になろう。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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